
大会に参加する際の注意                       

（R２年度 茨城県高体連卓球専門部・審判部） 

 

選手と監督の皆さんに，大会に参加するうえで最低限知っておいていただきたい卓球ルールを抜粋しました。

なお茨城県高体連主催大会は日本卓球ルールを用いて１１本５ゲームスマッチで試合を行います。                  

 

＜新型コロナウイルス感染対策＞ 

 ・練習時も含めて日頃から手洗いやうがいの励行をお願いします。 

・日頃より体温測定をして３７．５℃を超えるときには会場への入場を見合わせてください。 

・応援席は１席以上離して着席。大声による応援は控えていただき，拍手のみでお願いします。 

・密集するミーティングは極力避けていただき，常に人と人との間隔は原則２メートルを確保してください。 

 ・監督・引率責任者は選手と応援関係者全員の健康チェックシートを取り纏め、受付で提出する。 

（監督・引率者は館内入場時点で今年度 JTTA の役職者章もしくは受付発行の入場者証を着用する。） 

※試合のチェンジエンドは当面行いません。 

※試合前のラケット交換については自分のラケットを相手に見せる形式で実施します。 

※シューズの裏を手で拭くこと，卓球台の上で手を拭くことのないようお願いします。 

※会場内での選手や審判・コーチへの挨拶を行う際に身体接触による握手等はご遠慮ください。 

※現在コロナ禍ですので，審判は通常業務通りにならないこともあるかと思います。ご協力お願いいたします。 

 

（ユニホーム・パンツ等） 

  ・ダブルスのパートナーと，団体戦のベンチに入る８名は，ユニホームとパンツをそろえる。 

  ・大会の際は，基本的に２種類のユニホームを準備し，対戦相手と同じユニホームになってしまった場合 

は，ジャンケンを行い，負けたチームはユニホームを変える。 

  ・ユニホームの裾を基本的に出してはいけない。（出してよいユニホームもある） 

  ・白色を基調としたユニホームは禁止となりました。 

  ・アンダーウエアーを着るのは良いが，ユニホームの袖から大きくはみ出さないものとする。そして，メー

カーのロゴが見えてはいけない。 

 ・ゼッケンは，安全ピンを肩甲骨のあたりにとめる。 

 ・高校生の試合にふさわしくない髪型や装飾品をつけての試合はさせない。 

  

（学校対抗戦） 

 ・ベンチ入りは８名である。 

・ベンチ入り以外の帯同審判員２名は審判をすることは出来るが，ベンチで応援をすることは出来ない。 

・オーダー（４単１複）を出す際の注意で，１番と２番に出場する選手同士がダブルスを組むことはできな

い。ただし，ダブルスを組んだ選手が４番と５番に出ることは出来る。 

 

（ダブルス） 

 ・各ゲームの最初にサーブを行うペアが，第１サーバーを決めることが出来る（例えば１ゲーム目と３ゲー

ム目の第１サーバーが同じでも良い）。レシーバー側は各ゲームの第１サーバーを確認して，前のゲーム

と違う組み合わせになるようにレシーブに入る。 



 ・２ゲームオールで，どちらかのペアが５点を取ったら，エンドを交換すると同時にレシーバーも代わる。 

例１） A ﾍﾟｱ B ﾍﾟｱ            A ﾍﾟｱ B ﾍﾟｱ 

４点 ４点 で A がポイントを取って  ５点 ４点 になったとき（点数の合計が奇数の場合）， 

ｻｰﾌﾞ ﾚｼｰﾌﾞ                        ｻｰﾌﾞ ﾚｼｰﾌﾞ 

⇒チェンジエンドを行うが A サーバーは変わらず。 

B のレシーバーは先ほどまでとは代わる。 

例２） A ﾍﾟｱ B ﾍﾟｱ            A ﾍﾟｱ B ﾍﾟｱ 

４点 ３点 で A がポイントを取って ５点 ３点 になったとき（点数の合計が偶数の場合） 

ﾚｼｰﾌﾞ  ｻｰﾌﾞ             ｻｰﾌﾞ ﾚｼｰﾌﾞ              

⇒チェンジエンドを行い順番通り A サーバー。 

サーブ後の B がそのままレシーバーとなる。 

 

（サーブ） 

 ・手を指先まで広げ，手の平にボールを乗せ，静止させる（この時点からインプレー）。手が丸まっている

者が多く，その場合はミスとなる。 

 ・体の一部がエンドラインの内側に入っても差し支えないが，ボールが入ってしまった場合はミスとなる。 

 ・トスを上げる際，手が台より下がってしまった場合はミスとなる。 

 ・トスはほぼ垂直に１６ｃｍ以上を上げること。ぶっつけぎみのサーブや１６ｃｍ上がっていないサーブは

ミスとなる。 

 ・ダブルスのサービスの第１バウンドは必ず台右側の面にバウンドさせ，第２バウンド目は相手コートから

見て右側の面にバウンドさせること。 

 

（審 判）公平にジャッジをすることは勿論，ただ点数を数えるだけではなく，練習１分・１ゲーム１０分・ 

タイムアウト１分（原則リーグ戦から）・ゲーム間１分の時間を計測し，試合をコントロールするという高

い意識を持ち審判を行う。ルール等について不明な点があれば本部まで相談してください。 

審判の流れ（敗者審判制）：敗者が審判グッズを受け取り審判 ⇒  選手到着後ラケット交換とトス（サーブ・

レシーブ・コートの決定） ⇒  １分の練習開始 ⇒  試合開始 ⇒  終了後にカゴ（記録用紙・鉛筆・ストッ

プウォッチ・手袋）を持って本部へ ⇒  新しい対戦表が入った審判グッズを受け取る ⇒  次の審判はカゴ内

の手袋をつけて審判グッズを受け取り審判（・・・使用済み手袋はアリーナ外のごみ箱へ捨てる） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

・学校対抗戦は相互審判である。個人戦（ダブルス・シングルス）当日の初戦も相互審判である。 

・主審と副審を各校で平等に割り振りをして進めること。試合終了後は対戦カードを本部に戻し，次の試合

の対戦カードを受け取り次の審判（試合の敗者）に渡す。個人戦２回戦以降は敗者審判となります。 

・レットや得点が入った際に，手のゼスチャーと声でコールする。（得点のコールはサーバー側からコールする） 

 ・サーブの違反があった場合は選手に警告をする。（それ以降改善されなかった場合は相手に得点が入る） 

 ・ゲーム間アドバイスは１分間。それを超えても選手が台に入らない場合は，早く入るようにうながす。 

 ・隣のコートなどからボールが転がってきてもプレーに支障がない場合は試合を止めなくても良い。審判は

状況を見極めてプレーを続行させる，レットにするかの判断をしっかりはっきり行うこと。 

 ・ゲームごとに時間を計り，１ゲーム内で規定時間１０分（かつ合計１８点未満）を超えた場合は促進ルー

ルを適用させる。その際には本部と連携してカウントをするストロークカウンターを要請してください。 

※高体連主催の大会でのベンチアドバイザーは登録された教職員か認められた外部コーチのみ。しかし個人

戦においては原則としてリーグ戦からは生徒アドバイザーは可能。その際ゼッケン着用のこと。 


